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令和２年 208９月定例会

令和元年度各会計歳入歳出決算を認定
富里市企業立地促進条例、富里市税条例等の一部を改正する条例などを可決
　９月定例会は、８月２７日から９月２５日までの３０日間の会期で開かれました。市長から提出された、議案
１５件、承認１件、同意１件、認定６件について、それぞれ原案どおり可決、承認、同意、認定しました。
　また、委員会提出議案が２件、議員提出議案が１件提出され、それぞれ原案どおり可決しました。
　７月臨時会は、７月２２日に開かれ、市長から提出された、議案１件、承認１件について、それぞれ原案どおり、
可決、承認しました。
　なお、９月定例会の一般質問は、新型コロナウイルス感染症の集団感染発生の防止や感染リスク軽減のため
の対策を講じ、９名の議員が行い、市の諸問題について、見解を求めました。
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番　号 件　　名　（件名は一部省略しています。）

７月臨時会
市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認（令和２年度富里市一般会計補正予算（第４号）） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 1 号 令和２年度富里市一般会計補正予算（第５号） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

９月定例会
市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認（令和２年度富里市下水道事業会計補正予算（第２号）） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

１７ ０

同意第 1 号 教育委員会委員の任命（田口　明氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 1 号 富里市企業立地促進条例の制定 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 2 号 富里市税条例等の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 3 号 富里市都市計画税条例の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 4 号 富里市後期高齢者医療に関する条例の一部改正 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 5 号 富里市介護保険条例の一部改正 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 6 号
富里市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正

文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 7 号 富里市基本構想を変更することにつき議決を求めることについて 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 8 号 富里市道路線の変更（市道１－０３０６号線） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 9 号 令和２年度富里市一般会計補正予算（第６号）
総務
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 10 号 令和２年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 11 号 令和２年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 12 号 令和２年度富里市下水道事業会計補正予算（第３号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 13 号 財産の取得について 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 14 号 富里市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 15 号 令和２年度富里市一般会計補正予算（第７号） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

認定第 1 号 令和元年度富里市一般会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 2 号 令和元年度富里市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 3 号 令和元年度富里市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 決算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

認定第 4 号 令和元年度富里市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 決算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

認定第 5 号 令和元年度富里市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 決算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

認定第 6 号 令和元年度富里市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 決算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出議案

委員会提出 
議案第 1 号

国における２０２１年度教育予算拡充に関する意見書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出 
議案第 2 号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議員提出議案

発議案第 1 号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書

― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願

請願第 5 号 「国における２０２１年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願第 6 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案と議決結果
総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会　決算＝決算審査特別委員会
全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数　継＝閉会中の継続審査
○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席
【継】＝前定例会以前からの継続案件

◆国における２０２１年度教育予算拡充に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

◆新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
　（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、
　　　　　　財務大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

◆義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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こんにちはとみさと議会です　２０８号

議長　野並慶光

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
写
真
に
て
、
議
案
関
係
の
詳
細
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質

疑
と
市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も

の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
４
号
　
富
里
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
う
、
延
滞
金

の
割
合
に
つ
い
て
は
。

答
今
回
の
条
例
改
正
は
、
延
滞
金
の
基
準
と
な

る
「
特
例
基
準
割
合
」
の
名
称
が
「
延
滞
金
特

例
基
準
割
合
」
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
計
算
の

前
提
と
な
る
割
合
が
新
た
に
「
平
均
貸
付
割
合
」

と
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
条
文
の
整
備
を
行

う
も
の
で
、
改
正
に
よ
る
延
滞
金
の
計
算
方
法

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
２
年
の
延
滞
金

の
割
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
期
限
翌
日
か
ら

１
か
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
２
・
６
％
、
納

期
限
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過
し
た
日
以
降
に

つ
い
て
は
８
・
９
％
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
５
号
　
富
里
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
本
改
正
に
よ
る
具
体
的
な
利
点
は
。

答
介
護
保
険
料
の
額
の
算
定
に
用
い
る
合
計
所

得
金
額
か
ら
低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場

合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
を
適
用
す
る

た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
、
譲
渡
価
格
が
５
０

０
万
円
以
下
の
低
額
な
一
定
の
低
未
利
用
土
地

等
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
長
期
譲
渡
所
得
か
ら

１
０
０
万
円
が
控
除
さ
れ
、
土
地
利
用
の
有
効

活
用
を
通
じ
た
投
資
の
促
進
、
地
域
活
性
化
、

さ
ら
な
る
所
得
者
不
明
土
地
発
生
の
予
防
等
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
６
号
　
富
里
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
は
。
　

答
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
取
得
研
修
は

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
写
真
に
て
、
議
案
及
び
所
管
事
務
関

係
の
詳
細
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に

お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
市
の
担
当
部
門
等

か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
富
里
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問
本
条
例
の
立
案
過
程
に
お
け
る
、
富
里
市
工

業
団
地
企
業
立
地
促
進
条
例
と
の
一
本
化
の
検

討
状
況
は
。

答
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
即
し
た
市

街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
方
針
を
実
現
す
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
で
企
業
を
誘
致
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
富
里
市
工
業
団
地

企
業
立
地
促
進
条
例
と
は
別
に
提
案
し
ま
し
た
。

問
ス
プ
ロ
ー
ル
防
止
ゾ
ー
ン
と
重
複
し
て
い
る

地
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
方
針

及
び
土
地
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
た
開
発

行
為
は
認
め
ら
れ
ま
す
。

議
案
第
２
号
　
富
里
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
個
人
住
民
税
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
関
わ
る
寄
付
金
控
除
の
特
例
措
置
対

象
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。
ま
た
、
固
定
資

産
税
の
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
条
例
改
正

に
つ
い
て
全
員
が
相
続
放
棄
し
、
相
続
人
が
存
在

し
て
い
な
い
事
例
件
数
は
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税

環
境
性
能
割
特
例
措
置
延
長
に
よ
る
、
歳
入
へ
の

影
響
は
。

答
文
化
庁
が
指
定
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
控

除
対
象
と
す
る
旨
の
告
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
の
所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
条

例
改
正
に
つ
い
て
、
全
員
が
相
続
を
放
棄
し
、
相

続
人
が
存
在
し
て
い
な
い
事
例
件
数
は
29
件
で

す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
特
例

措
置
に
よ
る
、
歳
入
の
影
響
に
つ
い
て
は
全
額
補

填
さ
れ
る
た
め
実
質
的
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
も
５

年
毎
に
更
新
の
研
修
が
あ
り
、
引
き
続
き
質
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
９
号
　
令
和
２
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

問
こ
ど
も
園
運
営
事
業
の
増
額
補
正
の
内
訳
は
。

答
葉
山
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
２
人
用
の
机

24
台
、
業
務
用
の
掃
除
機
１
台
、
向
台
こ
ど
も

園
に
は
、
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
８
台
、
非
接
触

型
の
体
温
計
６
個
購
入
し
ま
す
。

問
生
活
に
困
窮
す
る
方
へ
の
相
談
支
援
体
制
強

化
の
た
め
、
自
立
相
談
支
援
員
を
１
名
増
員
す

る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
現
在
、
相
談
員
５
名
で
対
応
し
、
相
談
件
数

は
昨
年
１
年
間
で
１
５
０
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
か
月
間
で

４
２
３
件
の
相
談
が
あ
り
、
相
談
件
数
が
増
加

し
て
い
る
た
め
１
名
を
増
員
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

問
小
・
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
の
中
止
に
よ

る
減
額
補
正
で
、
職
場
体
験
学
習
の
代
わ
り
に

行
っ
た
授
業
等
は
。

答
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

関
わ
る
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
10
号 

令
和
２
年
度
富
里
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請
状
況
は
。

答
令
和
２
年
９
月
４
日
現
在
、
減
免
申
請
は
60

件
、
金
額
は
約
１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま

す
。

議
案
第
13
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問
富
里
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
学
習
者
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生

と
指
導
者
、
中
学
校
全
生
徒
及
び
指
導
者
の
合

計
２
４
２
９
台
の
端
末
を
購
入
し
、
操
作
研
修

を
３
回
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
で
行
き
届

い
た
指
導
が
で
き
る
の
か
。

答
こ
の
操
作
研
修
以
外
に
も
モ
デ
ル
授
業
等
を

参
観
し
た
教
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各
学
校

に
お
い
て
個
別
の
研
修
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

各
学
校
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

か
ら
、
富
里
市
議
会
に
対
し
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
国
が
注
力
す
る
地

方
創
生
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
地
方
議
会

の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
こ
の
た
び
、
富
里

市
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠

に
身
に
余
る
光
栄
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
こ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
富
里
市
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
自
然
災
害
対
策
な
ど
の
市
民
の
皆
様
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
取
組
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
・
教
育
環
境
の
整
備
・
農
業
や

商
工
業
な
ど
の
地
域
産
業
の
振
興
・
道
路
な

ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
各
分
野

に
お
い
て
山
積
す
る
課
題
に
対
し
て
今
後
果

た
す
べ
き
議
会
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
ま
し
て
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
富
里
市
の
発
展
を
目
指

し
、
議
会
機
能
の
一
層
の
充
実
と
公
平
・
公

正
な
議
会
運
営
に
傾
注
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
職
務
に
当
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
議

会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
７
号
　
富
里
市
基
本
構
想
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

問
富
里
市
基
本
構
想
策
定
審
議
会
で
の
審
議
状

況
は
。
ま
た
、
基
本
構
想
の
目
標
年
次
を
１
年

延
伸
し
た
際
の
、
人
口
推
計
の
検
討
は
あ
る
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
大
き

な
社
会
動
向
や
、
新
た
な
生
活
様
式
を
踏
ま
え

た
施
策
な
ど
を
検
討
す
る
期
間
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
状
況
等
の
報
告
を
行
い
、
１
年
間
の
延
伸

が
妥
当
で
あ
る
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
推
計
に
つ
い
て
も
今
後
、
分
析
結

果
を
し
っ
か
り
精
査
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
９
号
　
令
和
２
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

問
基
金
事
業
、
４
億
６
６
７
８
万
５
千
円
の
増

額
に
つ
い
て
、
剰
余
金
が
増
加
し
た
要
因
は
。

ま
た
、
消
防
費
、
感
染
症
防
止
対
策
事
業
備
品

購
入
費
、
28
万
７
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と

し
て
購
入
す
る
、
感
染
症
防
護
具
の
使
用
方
法

は
。
ま
た
、
千
葉
県
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
豚
熱
ワ
ク
チ
ン

接
種
手
数
料
が
引
下
げ
ら
れ
た
理
由
は
。
ま
た
、

す
い
か
ま
つ
り
及
び
産
業
ま
つ
り
の
中
止
に
よ

る
市
民
や
事
業
者
か
ら
の
声
に
対
す
る
市
の
考

え
は
。

答
令
和
２
年
３
月
に
交
付
さ
れ
た
台
風
関
係
に

よ
る
特
別
交
付
税
が
見
込
み
を
大
き
く
上
回
っ

た
こ
と
が
最
大
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
感
染
症
防
護
具
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
で

す
が
、
本
体
の
ワ
イ
ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
部
分
は
消

毒
後
、
再
使
用
し
、
ビ
ニ
ー
ル
部
分
に
つ
い
て

は
１
回
の
使
用
ご
と
に
廃
棄
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
接
種
手
数
料
の
引

下
げ
理
由
に
つ
い
て
で
す
が
、
千
葉
県
と
し
て

も
、
近
隣
と
比
較
す
る
と
手
数
料
が
高
い
と
い

う
認
識
を
持
ち
、
生
産
者
団
体
や
自
治
体
か
ら

の
要
請
を
行
っ
た
こ
と
が
今
回
の
引
下
げ
に
つ

な
が
っ
た
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
い

か
ま
つ
り
の
中
止
に
対
す
る
残
念
だ
と
い
う
市

民
の
声
は
も
と
よ
り
、
す
い
か
購
入
に
関
す
る

問
合
せ
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
来

年
度
に
つ
な
げ
る
た
め
、
関
係
部
局
と
連
携
し

た
ス
イ
カ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
や
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
と
連
携
し
た
富
里
ス
イ
カ
応
援
特
別
企

画
を
実
施
し
て
ス
イ
カ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら

議
長
の
就
任
に
つ
い
て

就
任
あ
い
さ
つ
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９
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
項
目
の
う
ち
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

議
会
中
継
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

※
平
成
30
年
12
月
定
例
会
か
ら
、
本
会
議

の
録
画
映
像
を
即
日
視
聴
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一

般

質

問
↑議会中継は
　こちらから

⑴
自
然
災
害
に
お
け
る
市
の
対
応
に
つ
い

て
　
①
昨
年
の
台
風
19
号
に
お
け
る
対
応
は
。

　
②
災
害
協
定
の
役
割
と
効
果
に
つ
い
て

　
③
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

　
下
に
お
け
る
市
内
小
・
中
学
校
の
取
組

　
に
つ
い
て

　
①
学
習
保
障
に
つ
い
て

　
②
学
力
向
上
に
つ
い
て

　
③
不
登
校
生
徒
・
児
童
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

とみさと至誠会

荒　野　峰　之

⑴
園
児
ら
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
①
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
置
に
つ
い
て

　
②
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て

⑵
デ
ジ
タ
ル
行
政
に
つ
い
て

　
①
行
政
手
続
に
つ
い
て

　
②
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　
③
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て

⑶
公
共
施
設
の
照
明
に
つ
い
て

　
①
全
施
設
蛍
光
灯
の
総
数

　
②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

⑷
財
源
に
つ
い
て

　
①
補
助
金
見
直
し
に
つ
い
て

⑸
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

　
①
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

公明党

江　原　利　勝

⑴
台
風
15
号
及
び
19
号
に
よ
る
農
業
施
設

等
被
害
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
①
現
時
点
で
の
支
払
完
了
件
数
は
。

　
②
完
了
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

⑵
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

　
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
備
計
画
、
ス
ケ
ジ

　
　
ュ
ー
ル
は
。

⑶
災
害
対
応
に
つ
い
て

　
①
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
の

受
入
態
勢
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

蒼の会

藤　田　　幹

⑴
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て

　
①
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

⑵
ご
み
行
政
に
つ
い
て

　
①
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て

　
②
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
中
間

見
直
し
に
関
す
る
総
括
に
つ
い
て

⑶
公
園
等
の
市
民
参
加
に
よ
る
管
理
に
関

す
る
協
定
に
つ
い
て 

⑷
電
子
行
政
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
に

つ
い
て

　
①
今
後
追
加
す
る
情
報
と
頻
度
に
つ
い

て

⑸
市
道
01-

０
０
８
号
線
に
つ
い
て

　
①
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

市民クラブ

野　並　慶　光

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
に
つ
い
て

⑵
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

⑶
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

　
①
学
童
ク
ラ
ブ
の
三
密
（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）
対
策
に
つ
い
て

　
②
富
里
小
学
校
区
に
お
け
る
学
童
ク
ラ

ブ
設
置
の
具
体
化
は
。

⑷
消
防
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

　
①
消
防
は
し
ご
車
の
再
配
備
及
び
訓
練

塔
の
建
替
計
画
に
つ
い
て

　
②
消
防
車
、
救
急
車
の
燃
料
等
の
給
油

に
つ
い
て

無会派

柏　崎　のり子

⑴
富
里
第
二
工
業
団
地
内
の
雑
草
対
策
に

つ
い
て

　
①
道
路
脇
に
生
え
る
雑
草
の
対
応
に
つ

い
て

　
②
今
後
の
雑
草
対
策
の
方
法
に
つ
い
て

　
③
除
草
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑵
第
三
工
業
団
地
に
つ
い
て

　
①
富
里
市
第
三
工
業
団
地
研
究
会
の
研

究
内
容
に
つ
い
て

　
②
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

⑶
カ
ー
ド
型
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て

⑷
芝
山
鉄
道
の
富
里
方
面
へ
の
延
伸
に
つ

い
て

⑸
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

蒼の会

國　本　正　美

⑴
市
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
配
慮
し
た
避
難
所
の
対
応
は
。

　
　
㋐
人
数
制
限
に
つ
い
て

　
　
㋑
一
人
当
た
り
の
広
さ
は
。

　
　
㋒
職
員
の
配
置
は
。

　
②
新
し
い
生
活
様
式
を
考
慮
し
た
分
散

避
難
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
③
一
時
避
難
に
つ
い
て

　
　
㋐
自
治
会
の
集
会
所
は
自
主
避
難
所

と
し
て
使
用
で
き
る
か
。

市民クラブ

沖　田　健　二

⑴
市
街
化
区
域
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
①
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

　
②
排
水
対
策
に
つ
い
て

　
③
街
区
公
園
等
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
④
市
道
の
施
設
帯
や
交
差
点
に
つ
い
て

　
⑤
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

⑵
第
２
期
富
里
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
つ
い
て

⑶
教
育
設
備
等
の
老
朽
化
に
つ
い
て

⑷
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　
①
福
祉
総
合
相
談
窓
口
設
置
に
つ
い
て

⑸
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

⑹
救
急
出
動
に
つ
い
て

　
①
救
急
出
動
件
数
と
搬
送
先
に
つ
い
て

公明党

布　川　好　夫

⑴
高
齢
者
の
在
宅
医
療
に
つ
い
て

　
①
在
宅
医
療
の
概
要
は
。

　
②
在
宅
医
療
の
現
状
は
。

　
③
在
宅
医
療
で
可
能
な
こ
と
は
。

⑵
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
①
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
。

　
②
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
。

⑶
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
①
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

は
。

　
②
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
。

⑷
観
光
事
業
に
つ
い
て

　
①
観
光
事
業
の
現
状
は
。

市民クラブ

猪　狩　一　郎
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こんにちはとみさと議会です　２０８号

再生紙を使用しています

委員長／高橋益枝　　副委員長／荒野峰之　　委員／河田厚子、國本正美、沖田健二、布川好夫

　議会報を読んで感じたことなど皆様
のご意見をお待ちしております。
　また、議会報は市議会ホームページ
でもごらんいただくことができます。
〒286-0292
富里市七栄 652-1 富里市議会事務局
TEL:0476-93-6492  FAX:0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/
category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左の２
次元コードからアクセ
スできます

ご意見・ご感想をお寄せください！ とみさと議会報の発行を
「ＬＩＮＥ」でお知らせ

【登録方法】
２次元コードを読み
込み、友だち追加ボ
タンを押してくださ
い。

とみさと議会報を配信アプリ
「マチイロ」で配信中！

【登録方法】
２次元コードを読み
込み、「お住いの地
域」に富里市を登録
してください。

令和元年度富里市各会計歳入歳出決算審査報告（抜粋）� 委員長　野並　慶光 決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
　
　
　
　
　

　
委
員
長
　
野
並
慶
光
　
　
　
副
委
員
長
　
荒
野
峰
之

　
委
　
員
　
河
田
厚
子
、
國
本
正
美
、
岡
野
耕
平
、
沖
田
健
二
、
布
川
好
夫
、
江
原
利
勝

　本決算審査特別委員会は、９月１０日から１５日までの４
日間の日程で、議場において、市長、副市長、教育長及び
関係部課長等の出席を求め、慎重に審査いたしました。
　審査の過程においては、市当局より提出された資料につ
いて、各委員が内容を確認・精査し、活発な議論を経て適
正で効率的な予算の執行について、市当局の見解をただし
ました。
　審査の結果、監査委員の意見書のとおり、各会計とも計
数については誤りのないものと認められました。
　今後の予算の執行に際しては、新型コロナウイルス感染
症の影響により、これまでにない厳しい財政状況に陥るこ
とが予想される中、さらなる創意工夫を図り、効果的・効
率的な市政運営に努めるとともに、引き続き国・県などの
動向を注視して新型コロナウイルス感染症対策についての
適切な支援制度の利活用と市民が利用可能な情報の周知な
ど、柔軟な事業展開により、市民の期待に応えるための予
算執行となるよう、特に次の指摘・要望事項について適切
な措置を期待し、報告といたします。

一　自主財源の収入確保対策を講じるとともに、市の歳入
の根幹となる市税については、引き続き丁寧できめ細か
い聞き取りによる適正な課税及び滞納整理を進め、収納
率向上に努めること。

一　公共施設等のＬＥＤ化の推進や各種契約関係の見直し
等、全庁的な見地からの経費の削減、抜本的な事業の見直
し等を進め、歳入に見合った歳出の実現に取り組むこと。

一　業務が複雑・多様化する中、市民サービスが停滞する
ことのないよう適正な人員配置や職員研修の充実・強化
に努めること。

一　災害時等における市民の生命・財産を守る取組とし
て、有事の際に重要な要素となる市民への情報伝達手段

としての防災・防犯メールの効率的な運用や大規模災害
に備え、防災備品や備蓄用消耗品の整備など、防災事業
及び関連事業のさらなる充実を図ること。

一　市民の安全・安心のために活動されている消防団活動
について、引き続き行事の効率的な運営と各種出動に係
る処遇の充実を図ること。

一　教育環境の確保について、新型コロナウイルス感染症
対策を含め、児童・生徒がさらに安全で安心に過ごすこ
とができるよう、学校の衛生管理を良好に保つととも
に、小・中学校施設の維持管理に努めること。

一　給食事業について、食育の推進や給食の内容の充実、
また、給食費など、給食管理・運営の充実を図り、引き
続き安全・安心な学校給食の提供に努めること。

一　こども園運営の充実を図り、子育て家庭が子育ての安
心感や充足感を得られるような環境づくりを推進するこ
と。

一　包括的支援事業について、地域包括支援センターの充
実を図り、引き続き高齢者福祉施策の推進に努めるこ
と。

一　環境への負荷が少ない持続可能な社会の構築に向け、
さらなるごみ減量・資源化推進に取り組むこと。また、
資源化による歳入の確保に努めること。

一　水道事業について、漏水調査の実施等により漏水箇所
の早期発見、早期解決を図り、引き続き有収率の向上に
努めること。

　以上のとおり要望を付し、採決の結果、認定第１号から
認定第４号までについては、賛成全員にて、いずれも原案
のとおり認定すべきものと決定しました。また、認定第５
号及び認定第６号については、賛成全員にて、原案のとお
り可決及び認定すべきものと決定しました。

お
知
ら
せ

・
一
般
質
問
に
関
す
る
意
見
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

・
議
会
報
第
２
０
７
号
、
２
ペ
ー
ジ
の
議
長
ご
あ
い

さ
つ
の
文
章
を
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
（
訂
正
前
）
向
か
え
る
→
（
訂
正
後
）
迎
え
る

声
の
議
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
と
み
さ
と
議
会
報
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
「
声

の
議
会
報
」
と
し
て
配
付
し
て
い
ま
す
。
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議会の傍聴について
１２月定例会は１２月１日（火）から開会予定です。
【市議会を傍聴される皆さまへのお願い（新型コロナウイルス感染症対応）】
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、当面の間、本会議及び委員会の傍聴は、できる限り
お控えいただくようお願いいたします。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、富里市議会では、本会議の模様をインターネットでライブ中継及び録画中継しております。ご
利用ください。

次回定例会の予定
12/1
12/7
12/8
12/9

本会議（議案上程）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問・議案質疑・委員会付託）

12/10
12/11
12/14 
12/18 

本会議予備日
文教厚生常任委員会
総務建設常任委員会
本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

　日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。

　詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、市ホームページでご確認いただくか、議会事務局に問い合

わせください。

鈴木英𠮷議員（正副議長８年）
櫻井優好議員（正副議長８年）
　長年にわたり市政の発展に努められ
ました功績により、全国市議会議長会
から特別表彰され、８月２０日議長室
において、表彰状の伝達がされました。

　富里市議会では、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、検温、手指消毒やマスク着用のほか、飛沫拡散防
止をするため、９月定例会よりアクリル板を設置いたし
ました。
　また、傍聴席も一定の距離を確保するため、一部の使
用を制限し感染防止対策を講じ、体調がすぐれない場合
には、傍聴をご遠慮いただくようお願いしております。
　引き続き、会議における集団感染の発生の防止や感染
リスク軽減に努めた議会運営をしてまいります。

新型コロナウイルス感染拡大防止に努めた議会運営
議 員 表 彰

（議席）

（傍聴席）


